
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：前輪緩衝装置前側下部に白ペイントを塗布する。 

 

 

 

 

 

 

 

前輪緩衝装置 

改善箇所説明図 

改善の内容：全車両、点検し、ダストシールの外れているものは良品と交換し、サークリップの

取り付け状態が不適切なものは正規位置に組付ける。 

注：     は改善箇所を示す。 

前輪緩衝装置において、コイルスプリングを押さえているサークリップの組付け作業が不適

切なため、サークリップが外れているものがある。そのため、そのままの状態で使用を続け

ると、当該緩衝装置のダストシールが外れて、スプリングが抜け出し、最悪の場合、走行安

定性が損なわれるおそれがある。 

不具合発生箇所  
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